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1 .問題と目的
（ 1）「保育・教職実践演習（幼稚園）」の概要
保育・教職実践演習（幼稚園）は、2006（平成
18）年の文部科学省中央教育審議会の答申「今後
の教員養成・免許制度の在り方について」1）にお
いて、「教職課程の他の授業科目の履修や教職課程
外での様々な活動を通じて、学生が身に付けた資
質能力が、教員として最小限必要な資質能力とし
て有機的に統合され、形成されたかについて、課
程認定大学が自らの養成する教員像や到達目標等
に照らして最終的に確認する」科目であり、「全学
年を通じた「学びの軌跡の集大成」として位置付
けられるもの」である。
さらに本答申において、この科目の履修を通じ
て学生は「将来、教員になる上で、自己にとって
何が課題であるのかを自覚し、必要に応じて不足
している知識や技能等を補い、その定着を図るこ
とにより、教職生活をより円滑にスタートできる
ようになることが期待される」旨も強調されてい
る。
本学保育学科は幼稚園教諭免許状と保育士資格
の取得をめざす保育者養成の短期大学である。本
学においても、2011年度より「教職実践演習」と
して授業が開講された。また、2014年度からは保
育士養成課程の科目「保育実践演習」と統合され、
「保育・教職実践演習（幼稚園）」として現在に至
っている。
授業の開講時期は、全学年を通じた「学びの軌
跡の集大成」としての位置づけから 2年次後期で
ある。授業の概要は先の答申をふまえ、「保育者と
して必要な資質や能力が身についているかどうか
を確認するとともに、不足している知識・技能等
の課題発見とその解決への取り組みの成果を確認
する。これにより、実践に裏付けられた確かな理
論や技能等を身につけ、保育者としての生活を円
滑にスタートできるようにする」といったことを
掲げている。
授業の具体的内容としては次の 4点である。

①　 履修履歴の把握、学習のふり返り、履修者
各自の課題設定

②　幼保・小連携に関する講義
③　 教育実習や保育実習における設定保育の実
践の省察・発表（発表後はグループ討議）

④　 授業全15回のまとめ：①の課題設定に対す
る半期を通した取り組みの成果の確認

とりわけ①と④においては履修カルテを活用し、
教員による個別指導も行うことで、学生の資質・
能力の向上をめざしている。
（ 2）幼保・小連携を取り上げる意義
この保育・教職実践演習（幼稚園）で幼保・小

連携を取り上げる意義について、第 1に、幼保・
小連携は小 1プロブレム、スタートカリキュラム、
アプローチカリキュラムなど現代的課題に関連す
る重要項目であることが指摘できる。実際に、保
育・教職実践演習の代表的なテキストにおいても
様々な形で取り上げられている（e.g., 生野・井口・
田中, 2016; 小櫃・矢藤, 2018; 寺田・榊原・高橋, 
2017）2）3）4）。くわえて、2017（平成29）年の「小
学校学習指導要領」「幼稚園教育要領」「保育所保
育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要
領」の一斉改訂で示された「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」を理解する上でも、幼児期と
児童期の接続を扱う幼保・小連携は一層重要な問
題となってきている。
第 2は本学特有の事情である。本学は保育者養

成の短期大学であり、学生は幼稚園教諭免許状と
保育士資格の取得をめざしている。そのため 0歳
から 6歳までの乳幼児の発達や保育・幼児教育を
学ぶことが中心となり、児童期以降の発達・教育
に関して学ぶ機会は少ない。小学校教育を学ぶこ
とは保育・幼児教育に関する学びの相対化にもつ
ながり、専門性の向上にも直結していく。それゆ
え本科目の「不足している知識や技能等を補い、
その定着を図る」という主旨にも則るものである。
また、本授業と同時期の 2年次10月下旬には幼稚
園での教育実習が実施される。この実習直前に幼
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保・小連携について授業で学ぶことで、実習での
実際的な学びにつながる適時性も指摘できる。
（ 3）本研究の目的
本研究では、保育・教職実践演習（幼稚園）の
授業において、幼保・小連携の問題をどのように
扱うか、その概要について論じる（研究 1）。
また、受講学生のレポートから、幼保・小連携
の授業を通してどのような学びがあったかを分析
し、今後の課題について検討する（研究 2）。

2 .研究 1：授業の概要
幼児教育から小学校教育の接続は大きな課題で
あり、これまでも様々な議論や実践が行われてき
た。その議論の中心が、小学校に入学したばかり
の 1年生を小学校での学習に慣れるようにするこ
とである。特に注目されたのが「小 1プロブレム
対策」であり、幼稚園・保育所から小学校生活に
適応させるための小学校での「スタートカリキュ
ラム」と幼稚園・保育所側からの「アプローチカ
リキュラム」である。保育・教職実践演習の授業
においても、これに対する国や山口県の施策、小
学校を中心とした取り組みを取り上げてきた。
近年、小学校学習指導要領（2020年全面実施）
と幼稚園教育要領（2018年全面実施）において、
幼児期と児童期の教育の連続性・一貫性がさらに
強調されるようになった。とりわけ幼稚園等での
教育と小学校低学年での教育目標が「学びの基礎
力の育成」として位置づけられたことから、幼小
接続期のカリキュラムがこれまで以上に注目され
るようになってきている。
ここではまず関連法規の変遷と内容を取り上げ、
具体的な学習指導要領の内容と幼保・小の連携の
あり方について示す。また、法の改訂以前から取
り組まれてきたスタートカリキュラムとアプロー
チカリキュラムに焦点を当て、これからの保育現
場での幼保・小連携のあり方を検討したい。
（ 1）幼保・小連携と関係法規の変遷
　①　教育基本法と学校教育法の改訂
教育基本法は2006 （平成18）年、学校教育法は
2016（平成28）年に一部改訂され、これによって
はじめて幼児教育の重要性が法的に明示された。

ア.教育基本法
第11条　幼児期の教育は、生涯にわたる人格
形成の基礎を培う重要なものであることにか

んがみ、国及び地方公共団体は、幼児の健や
かな成長に資する良好な環境の整備その他適
当な方法によって、その振興に努めなければ
ならない。

イ.学校教育法
第22条　幼稚園は、義務教育及びその後の教
育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、
幼児の健やかな成長のために適当な環境を与
えて、その心身の発達を助長することを目的
とする。

この教育基本法、学校教育法の改訂の柱がまさ
に「幼児教育の重要性」の明示にある。幼児期に
ふさわしい活動や体験を通して、生涯にわたる成
長の基礎を培うのが幼稚園の役割であることが示
されたのである。「芽生えの教育」の重要性が法の
改訂からも伺える。この改訂を受け、学習指導要
領や幼稚園教育要領、保育所保育指針の内容に目
を向けたい。
　②�　「小学校学習指導要領」「幼稚園教育要領」
「保育所保育指針」の改訂
2008（平成20）年、「小学校学習指導要領」「幼

稚園教育要領」「保育所保育指針」の一斉の改訂が
なされた。小学校学習指導要領では、幼稚園教育
と小学校教育との円滑な接続のため、幼児と児童
の交流の機会を設けたり教員同士の合同の研究の
機会を設けたりするなど、連携を図ることが規定
された。幼稚園教育要領・保育所保育指針では、
幼稚園・保育所の保育内容の共通化、小学校との
連携の重要性が明記された。
また2017（平成29）年には「小学校学習指導要

領」5）「幼稚園教育要領」6）「保育所保育指針」7）

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」8）が告
示された。
ア.学習指導要領改訂の基本的な考え方
学習指導要領の改訂では、子どもたちが未来社

会を切り拓くための資質・能力の一層確実な育成
と、子どもたちに求められる資質・能力とは何か
を社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育
課程」の実現がめざされた。改訂の主旨としては
次のようなものが挙げられる。
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○ 知識の理解の質を更に高めた確かな学力の育
成
○ 道徳教育の充実や体験活動の重視、体育・健
康に関する指導の充実による豊かな心や健や
かな体の育成
○育成を目指す資質・能力の明確化
○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善の推進
○ 各学校におけるカリキュラム・マネジメント
の推進
○ 言語能力の確実な育成、伝統や文化に関する
教育の充実、体験活動の充実などについての
教育内容の充実

イ.幼稚園教育要領の構成と内容
2020年度に実施される新学習指導要領は、中央
教育審議会の答申を受け、「何を学ぶか」から「ど
のように学び、何ができるようになるのか」とい
う視点での見直しがされた。
そのポイント 1としては、幼稚園教育において
育みたい資質・能力を
○「知識及び技能の基礎」
○「思考力・判断力・表現力等の基礎」
○「学びに向かう力、人間性等」
の 3本柱として掲げたことである。「知識及び技能
の基礎」では、遊びや生活の中で、豊かな体験を
通じて、何を感じたり、何に気付いたり、何がわ
かったり、何ができるようになるのかを示してい
る。「思考力・判断力・表現力等の基礎」では、遊
びや生活の中で気づいたこと、できるようになっ
たことなども使いながら、どう考えたり、試した
り、工夫したり、表現したりするかを示している。
「学びに向かう力、人間性等」では、心情・意欲・
態度が育つ中で、いかによりよい生活を営むかを
掲げている。
ポイント 2としては、小学校教育との円滑な接
続を掲げ、「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」として、次の10項目を明確化したことである。
（ 1）健康な心と体
（ 2）自立心
（ 3）協同性
（ 4）道徳性・規範意識の芽生え
（ 5）社会生活との関わり
（ 6）思考力の芽生え
（ 7）自然との関わり・生命尊重
（ 8） 数量や図形、標識や文字などへの関心・

感覚
（ 9）言葉による伝え合い
（10）豊かな感性と表現
この10の姿を小学校の教師と共有するなど連携

し、幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図
ることがめざされている。
この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

について汐見・中山（2019）9）は、幼稚園教育の
基本に基づいて、幼児期にふさわしい遊びや生活
を積み重ねることにより、幼稚園教育において育
みたい資質・能力が育まれている幼児の具体的な
姿のことである。この姿は、到達すべき目標では
なく、自発的な活動としての遊びを通して、 1人
ひとりの発達の特性に応じて育っていくものであ
り、全ての幼児に見られるものではないことに留
意する必要があるとしている。
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は現代
的な諸課題を踏まえた教育内容の見直しを図るこ
と、いわゆる預かり保育や子育ての支援の充実を
図ること、到達すべきあるいはさせるべき目標で
はなく「育ってほしい」という保育者側の願いが
書かれ、このようなイメージを持って保育をする
ことであり、あくまでも資質・能力を育てること
が目標である。例えば「学びに向かう力、人間性」
（心情・意欲・態度）を育てることが課題となるの
である。
今回の学習指導要領の改訂方針は、幼児期の「遊

び」から小学校教育の「学び」へという方向性が
意識され、特に「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」との関連を意識するように求められてい
る。幼児教育を通して育まれた資質・能力を踏ま
えて教育活動を展開し、小学校入学当初、 1年生
児童が主体的に自己を発揮し、安心して学校生活
ができるようにスタートカリキュラムの編成が必
要となる。
幼児期に培ったものが小学校教育の中で生きて

働き、つながることから豊かな幼児期の教育を行
うことが求められる。このように具体的な子ども
像を明確にする必要から「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」が生まれたのである。
汐見・中山（2019）10）が指摘するように、2030
年に子どもたちが過ごす社会では、次の 3つの体
験が減っていくことが予想される。
①　 身体で覚え、身体で分かり、身体で判断
するようなこと
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②　人間が考えなければならいこと
③　 人と直接関わって仕事をしたり用を済ま
したりすること

そこで、単に遊んでいればいいというのではな
く、生活や遊び中で子どもたちにどうした力が育
っているのか、あるいは育っていないのはどの部
分なのかを見とり、それを評価内容にしながら省
察し、次の保育を構想するという循環を実現する
ことが課題となった。
ウ.小学校学習指導要領における幼保・小連携
小学校学習指導要領11）の総則では、幼稚園教育
と小学校教育との接続について次のように掲げら
れている。

第 1章　総則
第 2　教育課程の編成
4　学校段階等間の接続
（ 1）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を
踏まえた指導を工夫することにより、幼稚園
教育要領等に基づく幼児期の教育を通して育
まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施
し、児童が主体的に自己を発揮しながら学び
に向かうことが可能となるようにすること。
　また、低学年における教育全体において、
例えば生活科において育成する自立し生活を
豊かにしていくための資質・能力が、他教科
等の学習においても生かされるようにするな
ど、教科等間の関連を積極的に図り、幼児期
の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続
が図られるよう工夫すること。特に、小学校
入学当初においては、幼児期において自発的
な活動としての遊びを通して育まれてきたこ
とが、各教科等における学習に円滑に接続さ
れるよう、生活科を中心に、合科的・関連的
な指導や弾力的な時間割の設定など、指導の
工夫や指導計画の作成を行うこと。

また、スタートカリキュラムの編成・実施が定
められ、次のように生活科を中心として低学年の
各教科を通じたスタートカリキュラムの充実が求
められている。

第 2章　各教科
第 5節　生活
第 3　指導計画の作成と内容の取扱い
1　指導計画の作成に当たっては、次の事項
に配慮するものとする。
（ 4）他教科との関連を図り、指導の効果を高
め、低学年における教育全体の充実を図り、
中学年以降の教育へ円滑に接続できるように
するとともに、幼稚園教育要領等に示す幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を
考慮すること。特に、小学校入学当初におい
ては、幼児期における遊びを通した総合的な
学びから他教科等における学習に円滑に移行
し、主体的に自己を発揮しながら、より自覚
的な学びに向かうことが可能となるようにす
ること。その際、生活科を中心とした合科的・
関連的な指導や、弾力的な時間割の設定を行
うなどの工夫をすること。

エ�.幼稚園教育要領・保育所保育指針における幼
保・小連携
幼稚園教育要領12）では、小学校教育との連携に

ついて次のように掲げられている。

第 1章　総則
第 3  教育課程の役割と編成等
5  小学校教育との接続に当たっての留意事項
（ 1）幼稚園においては、幼稚園教育が、小学
校以降の生活や学習の基盤の育成につながる
ことに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通
して、創造的な思考や主体的な生活態度など
の基礎を培うようにするものとする。
（ 2）幼稚園教育において育まれた資質・能力
を踏まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、
小学校の教師との意見交換や合同の研究の機
会などを設け、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を共有するなど連携を図り、幼稚
園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよ
う努めるものとする。

また、保育所保育指針13）においても小学校教育
との連携について次のように記載されている。
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第 2章　保育の内容
4  保育の実施に関して留意すべき事項
（ 2）小学校との連携
ア　保育所においては、保育所保育が、小学
校以降の生活や学習の基盤の育成につながる
ことに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通
じて、創造的な思考や主体的な生活態度など
の基礎を培うようにすること。
イ　保育所保育において育まれた資質・能力
を踏まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、
小学校教師との意見交換や合同の研究の機会
などを設け、第 1章の 4の（ 2）に示す「幼
児期の終わりまでに育って欲しい姿」を共有
するなど連携を図り、保育所保育と小学校教
育との円滑な接続を図るよう努めること。
ウ　子どもに関する情報共有に関して、保育
所に入所している子どもの就学に際し、市町
村の支援の下に、子どもの育ちを支えるため
の資料が保育所から小学校へ送付されるよう
にすること。

幼稚園・保育所と小学校では、子どもの生活や
教育方法が異なる。子どもの発達と学びの連続性
を確保するためには、「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を手掛かりに、幼児期から児童期へ
の発達の流れを理解することが重要である。すな
わち、子どもの発達を長期的な視点で捉え、相互
の教育内容や指導方法の違いや共通点について理
解を深める必要性がある。また、幼稚園・保育所
と小学校教育の円滑な接続を図るため、小学校の
教師と意見交換や合同の研究会や研修会、保育参
観や授業参観などの連携を図ることも重要となる。
その際、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を共有して意見交換を行ったり、事例を持ち寄っ
て話し合ったりすることなどが考えられる。

（ 2）幼保・小連携の取り組み
学校教育の連続性という観点から、子どもの発
達や教育を長期的な視点で捉え、幼稚園・保育所
のカリキュラムと小学校のカリキュラムが幼児の
発達と学びの流れというところでつながるように
していくことが重要である。
幼稚園・保育所では幼児が遊びを通して楽しさ

や面白さを感じつつ、様々な物事を体験すること
を重視しており、その楽しい活動の過程や結果と
して学びが成り立っている。一方、児童期に入る
と幼児期に培った学びや様々な力を基に、子ども
は目的に向けて自己を統制したりする力が高まっ
ていく。また、小学校における学びは学習に特化
された「授業」という枠の中で、教師により示さ
れた学習の目標を改めて子ども自身の目標として
自覚し、その自覚化された目標に向けて努力する
ことにより成り立っている。そこでは、子どもは
学習者として課題に集中し、持続する力を発揮し
て学んでいく。
幼児教育から小学校教育への円滑な移行には、

幼稚園・保育所の保育者と小学校の教師が、こう
した 2つの教育原理の橋渡しをしたり、スタート
カリキュラムや学習環境のあり方の工夫をしたり
するなどして、発達や学びの連続性を確保するこ
とが重要となる。また、幼稚園教育を小学校教育
へつなげるために、幼児が保育者や友達と生活を
共にする中で成り立つ学びが小学校教育の基盤、
すなわち小学校以降の生活や学習の芽生えとなる
ようにすることが求められる。幼稚園・保育所で
の幼児の生活に根ざした学びをつくりだしていく
ことが重要となるのである。
①　文部科学省の取り組み
文部科学省は2001（平成13）年、「幼児教育振興

プログラム」を示し、「幼稚園と小学校の連携方策
の開発、幼稚園と小学校教員の免許併有機会の充
実、子どもたちの異年齢交流の推進、保育所と幼
稚園の連携の推進、子育て支援事業の推進」を内
容として取り上げた。
また2005（平成17）年、中央教育審議会は「子

どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児
教育の在り方について」を答申した。
さらに2006（平成18）年には、地方公共団体に

おいて取り組む施策「幼児教育振興アクションプ
ログラム」において、次の 7点を施策の柱として
取り上げた。

1　 幼稚園・保育所の連携と認定こども園制
度の活用

2　 希望するすべての幼児に対する充実した
幼児教育の提供

3　 発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育
の充実

4　教員の資質及び専門性の向上
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5 　家庭や地域社会の教育力の再生・向上
6　 生涯学習振興施策における家庭や地域社
会の教育力の再生・向上

7　幼児教育を地域で支える基盤等の強化
文部科学省の取り組みは、現代における問題の
動向に絶えず目が向けられている。特に、中央教
育審議会の答申を受け、具体的な施策が行われて
いる。
②　山口県教育委員会の取り組み
山口県は国の動向を受け、県の実態把握に努め
ることから、現場サイドに適合させた次のような
施策を行っている。
2001（平成13）年「幼児教育振興プログラム」
2004（平成16）年 「つながる子どもの育ち～幼・

保・小一貫指導をめざして～」
2006（平成18）年 「幼児教育推進アクションプ

ログラム」
2007（平成19）年 「就学前教育と小学校の連携

の推進」パンフレット
2011（平成23）年 「つながる子どもの育ち～幼

保・小一貫指導をめざして～」
改訂版

2015（平成27）年 「つながる子どもの育ちカリ
キュラム実践事例集～円滑な
接続のために～」

特に幼児教育振興プログラムの作成や、山口県
下での指定校による公開授業・研究発表を通して
幼保・小の連携のあり方について具体的に研究し
ている。また、その研究が継続されていることも
注目に値する。
③　幼保・小連携の取り組みの実際
幼保・小連携の取り組みについて、筆者（弘中）
が勤務した周南市立徳山小学校、今宿小学校、お
よび園内研修でお世話になる保育園がある光市立
浅江小学校の実際を紹介したい。
幼保・小の連携には次の 3つの連携がある。
1　子ども同士の交流
2　教師同士の交流
3　カリキュラムの接続

そして、幼保・小連携のキーワードとして、「交
流、連携、滑らかな接続、学びの連続性、学びの
基礎、協同的な学び」を挙げることができるため、
これらの視点から連携をみたい。
ア.子ども同士の交流
従来、園児の体験入学は入学前の「小学校見学」

が多かった。 1年生の教室で一緒に授業を受けた
り、就学時健康診断を活用して 5年生（園児が小
学校に入学した時の 6年生）と園児の異年齢交流
をしたりするなどである。また、子どもたちの交
流も年 1回のイベントが多く、学校規模によるが
1小学校に 1園であれば可能である。大規模の小
学校では複数の園から入学してくるため、入学す
るすべての園児との交流にはならず、特定の園だ
けの交流になる。小学校生活科で「地域探検」を
し、幼稚園・保育園と交流するなどカリキュラム
化されている学校もある。
イ.教員同士の交流
教員同士の交流は、教員の相互理解を目的とし

ている。合同研修会としては、入学前の幼保・小
連絡協議会（ 2月）、入学後の幼保小連絡協議会
（ 5月）、夏期研修会（ 8月）である。周南市では
「コミュニティースクール」が実施され、幼保・
小・中の教員が互いの園・学校の学校評議員とな
り、定期的に開かれる学校評議員会に出席して情
報交換をしている。互いの保育や授業を相互参観
する研修では、一小学校単位で互いに持ち回りで
保育・授業公開をしている。例えば周南市立徳山
小学校の場合、入学予定の園児が在籍する幼稚園・
保育所が、小学校を含め互いに持ち回りで保育・
授業を 1月の時期に公開している。また、幼稚園
等からの申し出で、特別に配慮を要する園児に対
する運動会、発表会の参観などの機会を捉えて交
流している。
また山口県教育委員会では、教員連携を制度化

して取り組んでいる。小学校教員の新採 6年次研
修では、職場体験研修を義務化し、希望で保育所・
幼稚園において職場体験研修をすることができる。
また、小学校教員を同じ校区内にある公立の幼稚
園・保育園に 1年間派遣し（保育所での一定期間
の体験研修を含む）、卒園した年長児とともに次の
年に小学校に復帰する制度も設けている。
周南市立今宿小学校での幼保・小連携について

は、次のようなものが挙げられる。
2月　就学時健康診断（ 5年生との交流）
3月　 年長児の 1年生授業参観・参加 

幼保担任と情報交換会
5月　 幼稚園教諭・保育園保育士による入学

した 1年生の授業参観・情報交換会
8月　幼保・小の教員の合同研修会
9月　小学校の運動会へ年長児の参加
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10月　 配慮を要する子どもの在籍する園の運
動会参観

この他にも、毎月あるいは数ケ月ごとにコミュ
ティースクールにおいて開催される学校運営協議
会へ互いに参加し、問題を共有している。
光市立浅江小学校（平成28年度）での幼保・小
連携については、次のようなものが挙げられる。

3月　 情報交換会（入学予定のすべての園に
教員 2名で訪問）

5月　 小学校 1年生の授業参観・意見交換（幼
稚園教員・保育園保育士による）

10月　 幼保の運動会、保育園の研修会に小学
校 1・ 2年生担任が見学・参加
小学校のイベントに幼保園児の参加
1年生と幼保園児の交流会
小中の学校運営協議会並びに企画委員
会に園長が参加

ウ.カリキュラムの接続
カリキュラムの接続とは、幼保の側からの「ア
プローチカリキュラム」と小学校入学してからの
「スタートカリキュラム」に大別される。アプロー
チカリキュラムとは「小学校の学習や生活に滑ら
かに接続できるように工夫された保育所や幼稚園
年長児後半の指導計画」である。また、スタート
カリキュラムとは「保育所や幼稚園の生活から、
教科学習や時間割による小学校の学習や生活に滑
らかに接続できるよう工夫された 1年生入学当初
の指導計画」である。
カリキュラムの土台は、幼児期から小 1期にか
けての「生活習慣」であり、<学びに向かう力>
と<文字・数・思考>が影響し合い成長していく
と考えられる。
昨今の幼児の傾向として、まず、核家族の中で
兄弟姉妹も少なく、大事に育てられていることが
挙げられる。また、保護者の世代も個人の権利を
主張する個人主義的な風潮で育ってきており、家
庭の教育力が低下してきている。
そこで、アプローチカリキュラムとスタートカ
リキュラムの接続によって期待される姿として次
の 3つの力と幼児・児童それぞれの具体の姿が挙
げられる。
　 1つ目は「学校生活への適応力」である。幼児
期から「集団生活や協同的な活動に進んで参加で
きる」「自分のことは自分でできるようになってい
る」「学校のきまりや時程にも順応していける」な

どである。
【幼児】
席に座る活動の工夫
時間を意識した生活
手洗い、トイレ、着替え

【児童】
教室環境の工夫

　 2つ目は「人とかかわる力」である。「友達と一
緒に力を合わせて遊べる」「自分の気持ちを表現で
きる」「自己の感情をコントロールできる」などで
ある。
【幼児】
挨拶をする
きまりを守る
安全に生活する
トラブルを解消できる

【児童】
学級の友達との関係づくり
先生、地域の人とのかかわり
話す、聞く、伝え合う

　 3つ目は「学ぶ力・学びの芽」である。「積極的
に遊べる」「遊びの中でも、物事に興味関心を持ち
集中して取り組める」「話を集中して聞ける」「学
習の仕方に関心を持てる」などである。
【幼児】
遊びを通しての学び
生活や遊びを通しての文字や数への興味関
心
絵本、紙芝居の経験
運動、表現遊びの経験
学びの芽

【児童】
合科的な学びを通しての教科学習への興味
関心
文字や数などへの学ぶ意欲
個への対応声掛けの工夫

こうした力を育むため、実際の保育においては
具体的な方途をもって保育をすることが重要であ
る。
エ.カリキュラムの実際
アプローチカリキュラムの事例として、協同的

な活動をあげることができる。これは、「学級の仲
間で目的をもって計画的に協力して行う活動」で
ある。例えば、「お楽しみ会をしよう」「劇あそび
をしよう」「お誕生日会をしよう」「音楽会をしよ
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う」「お店屋さんごっこをしよう」を挙げることが
できる。
小学校低学年は、入学して学びがゼロからスタ
ートするわけではなく、幼児教育で身に付けたこ
とを生かしながら教科等の学びにつなぎ、子ども
たちの資質・能力を伸ばしていく時期である。保
育所や幼稚園の生活から、教科学習や時間割によ
る小学校の学習や生活に滑らかに接続できるよう
カリキュラムを工夫する必要がある。
筆者（弘中）の勤務した学校の児童の実態とし
ては、入学して 1週間もたたないうちに、教室に
入ろうとしない、話を聞こうとしない、勝手に席
を立つなど小 1プロブレムに代表される姿が見ら
れた。このような姿の背景として、就学前の教育
が一様でない、様々な保育所や幼稚園から入学し
てくる、すべての園とは事前に情報交換ができて
いない等が指摘できる。
小学校教育においては、生活科を中心としたス
タートカリキュラムが学習指導要領に明確に位置
付けられている。その中で、合科的・関連的な指
導や短時間での学習（モジュール学習の工夫）な
ど、授業時間や指導の工夫、環境構成等の工夫を
行っている。幼児期に総合的に育まれた資質・能
力や子どもたちの成長を、各教科等の特質に応じ
た学びにつなげていくようにしたいものである。
スタートカリキュラムにおける学習を、小学校に
おけるその後の学習に円滑につないでいくことも
重要となる。
　 1年生入学当初の指導計画（スタートカリキュ
ラム）の具体例としては、次のようなものが挙げ
られる。
（ 1）ワクワクどきどきタイム

特別活動、道徳、生活科など
生活する力やかかわる力を主にした活動
大きな丸を描こう、じゃんけん列車
一年生を迎える会

（ 2）学校大好き作戦
生活科を核にした合科総合活動
学校たんけん（生活科と音楽、生活科と
国語など）

オ�.「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」によ
るふり返りと幼保・小連携
ここまで、子どもの発達と学びの連続性を確保
するためには、「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」を手掛かりに、幼児期から児童期への発達

の流れを理解することが重要であることを論じて
きた。
この姿が実際の保育現場でどのようにとらえら

れているかについて、下関市泉幼稚園における筆
者（弘中）の園内研修の事例を紹介したい。泉幼
稚園は今年で創立60周年を迎え、2017（平成29）
年度より幼稚園型認定こども園へ移行し、現在満
3歳から 6歳まで園児186名の規模的に大きな園
である。
紹介する実践は、2019年 7 月に筆者と本園副園

長梶山菜緒が行った造形表現活動である。
○実践事例 1
題材：「海探検」絵を描く活動
対象：年長児

ア.活動 1「海をつくろう」
・ 7 月に海響館へ行くことを伝えると、クラス
の図鑑や絵本で調べ始めた。そこで、模造紙
にコロッコで海を作った。 4～ 5人のグルー
プができ、順番を決めて描いた。
（協同性）

イ.活動 2「魚であそぼう」
・ 興味をもっている海の生き物や岩など描いて
貼っていこうと思っていたら・・・。子どもた
ちが「およげるよ」と言って、魚たちを自分
でもって遊び始めた。子どもたちの様子を見
て、ペープサート注1）のように遊べるよう、割
り箸を用意した。
（自立心、思考力）
・ その後も、ペープサート遊びは続き、小さな
劇も始まった。
（協同性、道徳性・規範意識の芽生え）

○実践事例 2
題材：「粘土で遊ぼう」～造形あそび～
対象：全学年を通しての活動
＊ 年長児は、粉末の粘土に水を混ぜて土粘土を
作った。

・ 粉と水を一人ずつ用意し、耳たぶくらいの柔
らかな粘土をつくった。初めは、そろりと慎
重に混ぜる子が多かった。中には、水を入れ
すぎてべちゃべちゃな子もいた。粉・水の量
を考えながら作った。
　（自立心、思考力）
・ 粉から粘土に変わる時は喜び、「すごい！！」
と驚いていた。と同時に、自分で作る喜びや
感触を楽しみながら作った。
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　（健康な体と心、豊かな感性と表現）
・ 1 人でできないところは友達同士助け合い、
役割を決めながら作った。
　（道徳性、協同性）
＊ 年中児は、年長組が作った土粘土を使って遊
んだ。

・ 足の感触が新鮮だったのか、ずっと踏んで楽
しんでいた。途中、水をまいてみると・・・ツ
ルンとすべってこける子続出。今度はすべる
目的で、水を自らまいて遊んでいた。
　（自立心、思考力）
・ 初めて見る土粘土に「なんか色が違う」「きも
ちいい」など、感触を楽しんでいた。抵抗が
ある子もいたが、友達の姿を見て遊ぶように
なった。
　（豊かな感性と表現力）
・ どうやったら丸くなるか、細くなるか過去の
経験から考えながら作っていた。
　（思考力・図形）
・ お団子を作り、お店屋さんごっこスタート！
「 6個できた」と数えたり、やりとりを楽しん
だりしていた。
　（数量、社会生活との関わり、規範意識）
・ かぶとむしやくわがた・食べ物など興味のあ
るものを作っていた。
　（自然との関わり、思考力）
＊ 年少児は年長組が作ってくれた土粘土で、年
長組と一緒に遊んだ。

・ 初めての体験で戸惑っている子がいた。年長
さんが声をかけてくれ、徐々に粘土を触って
いた。
　（協同性）
・ 触ったり踏んだりしながら「つめたい」「やわ
らかくてきもちがいい」など感じたことを、
保育者や友達に伝えていた。
　（豊かな感性と表現、言葉による伝え合い）
・ 年長さんと一緒に道づくりが始まる。「信号も
つける？　幼稚園の周りになにがあるかな？」
など優しく遊んでくれた。見立て遊びも始ま
り、足につけて「くつ」、膝につけて「ばんそ
うこう」など身近にある物に変身して楽しん
だ。
　（社会生活とのとの関わり、道徳性）
・ 汚れることに抵抗のある子は端で見ていた。
友達の姿をみて、笑っていた。

　（自立心）
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をもとに

日頃の保育をふり返ると、できている部分と不足
している部分を抽出することができる。このこと
から次の保育に何をすればよいか、子どもの実態
を踏まえた上で保育を考える視点になるのである。

3 .研究 2：授業レポートの分析
本節では、ここまで論じてきた幼保・小連携の

授業を受講した学生のレポートについて分析する。
（ 1）方法
調査対象　2019年度の「保育・教職実践演習（幼

稚園）」受講生91名（男性 1名、女性90名）。
調査時期　2019年10月
調査内容　受講学生のレポート内容（授業から

学んだことを記述）を分析する。
倫理的配慮　調査対象となった学生には、レポ

ート内容について、研究発表や研究論文に匿名で
も掲載されたくない場合は連絡すること、連絡し
た場合に成績評価等に関していかなる不利益もな
いことを伝えた。
（ 2）結果と考察
レポートの文脈に沿って、授業で取り上げたキ

ーワード（「小 1プロブレム」「アプローチカリキ
ュラム」「スタートカリキュラム」「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」「学習指導要領」「保育
所保育指針」）について、受講学生全体のどの程度
の割合で含まれているかを算出した結果が次の通
りである。

アプローチカリキュラム  80％
スタートカリキュラム  80％
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿  58％
小 1プロブレム  30％
学習指導要領  7 ％
保育所保育指針  7 ％

キーワードで記述されている割合が最も多いの
が、アプローチカリキュラム、スタートカリキュ
ラムであった。つづいて、幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿、小 1プロブレムも多くの記述が
みられた。これらの内容については大学の様々な
授業で取り上げられることが少なくないものの、
小 1プロブレムについては「知らなかった」「初め
て聞いた」などの記述が多く、アプローチカリキ
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ュラムやスタートカリキュラムについては、その
内容を初めて知ることができたといった記述が多
くみられた。他の授業でも取り上げられているも
のの、忘れていたり十分に理解できていないこと
が推察される。それゆえ、この講義直後に幼稚園
での実習を行うことで、幼保・小の連携の視点を
もって実習でき、実際的な学びにつながると考え
られる。
以上の記述分析の結果から、学生は保育者とし
て次の力を身につけておかなければならないと考
えられる。 1つ目は、日々の保育について「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点から分
析できる力である。幼保・小の連携から、小学校
の入学までに育てたい姿を基に日々の保育をふり
返る力と、不足を補う保育設計能力である。「何
を、何によって」力を付けるのか、具体的な方途
を設計できる力である。園全体のカリキュラムを
構成する力、見直す力も重要となるが、担任とし
て目の前の子どもをどうとらえるのか、客観的に
見る力が問われる。
たとえば提案保育として他の保育者に見てもら
う際、保育のエピソードとしての内容が幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿のどれに相当するの
かを記述する。そこからその日の保育の環境設定
をし、ねらいを明らかにする。そして保育を見る
視点をあげ、その点について他の保育者に提案す
ることができる力が必要となる。
　 2つ目は、アプローチカリキュラムやスタート
カリキュラムについて知り、それを意識した保育
ができることである。園のカリキュラム、例えば
大きな行事についてその内容を知るだけでなく、
その行事でどのような力を付け、子どもの育ちに
どのようにつながるのかという「つながる子ども
の育ち」の視点をもって実行する力である。「今ま
でやってきたことだから」あるいは「やりなさい」
と言われたからするのでなく、意義をしっかり「聞
いて、知って」行う姿勢が必要になる。特にアプ
ローチカリキュラムに関わる行事について知るこ
とで、主体的に関わったり支援したりすることが
重要となるであろう。
大学の保育者養成における実習では、園での保
育全体の流れを知る、子どもについて知る、設定
保育、部分保育、 1日保育をすることができるま
での流れになっている。保育者養成に適時性があ
るとすると、いかなる目標を持って実習にのぞむ

か、その目標の持ち方のレベルを具体的に示し、
そのことについて自己評価できるようにすること
が重要になると考えられる。

注
1 ）　ペープサートとは、Paper Puppet Theater
（紙の操り人形の劇場）の語尾がつまってでき
た日本語。幼児の場合、描いた絵を切り抜き、
割り箸などの棒にセロハンテープでつけただ
けで簡単に人形をつくれること、自分のつく
った人形ですぐに遊べることが魅力の 1つと
なっている（是澤, 2015）14）。
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